
教育実習(幼)330541127 永津　利衣・
松橋　俊輔 4 選択 4前期

科目の概要

「教育実習（幼）」はDP1.3.5.6をふまえ、「真心・努力・奉仕・感謝」の精神を大切にしながら、自らの可能性を広げ、社会的自立に必要
な力を総合的に身に付けるとともに、幼稚園教諭としての専門的知識・技能の修得を目指す。実習では、幼稚園等での観察・参加・実習を
重ね、子ども理解や活動の実践的理解を深め、適切な環境構成や幼稚園教諭の役割・責務を学んでいく。現場の指導教諭のもと日々振り返
りを行いながら、これまで学んだ理論と現場での実践を結びつけ、幼稚園教育の実際を総合的に学んでいく。

学修内容 到達目標

① 幼稚園における観察・参加・実習を通して幼児の発達
や生活実態を理解し、個や集団に応じた関わりや援助を実
践するとともに、その在り方を振り返る。
② 大学での学修を基に指導計画を立案し部分実習などを
行い、省察を通して自己の課題を整理し、教職の責任につ
いて考察する。

① 幼稚園における観察・参加・実習を通して幼児理解を
深め、幼児の発達や生活実態に応じた関わりや援助をを理
解し、適切に実践することができる。
② 大学での学修内容を活かして、指導計画の立案や部分
実習などを通して基礎的実践力を高めるとともに、省察を
通して自己の課題を明確化し、教職の公共性と責任を自覚
することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 こどもと積極的に接することを通して、主体的に保育・教育を学ぶことができる。

働きかけ力

実行力 目標や課題に向けて諦めず、強い意志をもってやり遂げることができる

考え抜
く力

課題発見力 子どもの発達等に関して思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、
課題を見極めることができる。

計画力

創造力

子ども理解に基づいて指導案を立案することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

他の教諭等の意見に耳を傾け、相手への配慮をもって、適切に振舞うことができる。

自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目標に向
かって努力できる。

勤務態度、提出物、身なり等の実習のルールを守って実習に取り組むことができる。

テキスト及び参考文献

参考文献：幼稚園教育要領解説

他科目との関連、資格との関連

本科目は、専門科目の実習領域の一部である。「教育実習指導（幼稚園）」を中心に、「エクスターンⅠ」「エクス
ターンⅡ」「保育実習指導」「保育実習Ⅰ・Ⅱ」等で獲得した知識・技能を活用する。また、4年次の「教職実践演習
（幼）」につながる。
関連する資格：幼稚園教諭一種免許状

学修上の助言 受講生とのルール

・これまで学習してきた保育に関する科目の復習や、保育
実習で課題となったことを確認しておく。
・保育実技（絵本、パネルシアター、歌遊び等）の準備を
する。

・体調管理をして、積極的に実習に参加する。
・節度と責任をもった行動をとる。
・10分前行動など、時間にゆとりを持った行動を心掛ける。
・分からないことは必ず確認する。

2026年度 愛知学泉大学シラバス

シラバス番号 科目名 担当者名
基礎・専門

別
単位数

選択・必修
別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準
S(秀)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して十分に理解でき、自分の
言葉で丁寧に記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について十
分に理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に十分に
理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて十分に
理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について十分に理解でき、自分の言葉で丁寧に明確に記
録できる。

A(優)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して十分に理解でき、自分の
言葉で記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について十
分に理解でき、自分の言葉で丁寧に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に十分に
理解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて十分に
理解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について十分に理解でき、自分の言葉で明確に記録でき
る。

B(良)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、自分の言葉で
記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、自分の言葉で明確に記録できる。

C（可）
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、参考資料等を
参考に記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、参考資料等を参考に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、参考資料等を参考に明確に記録でき
る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

小テスト

①

0

②

レポート

① ✓

90

・実習園の評価
（獲得）園の教育目標の理解、目標設定、子ども理解　20％
（活用）日誌記録と期日を守った提出、指導案作成と実施、保育の
理解　60％
（解決）毎週の振り返り、実習後の省察　20％

② ✓成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）こどもと積極的に接することを通して、主体的に保育・教育を学ぶことができる。
（実行力）目標や課題に向けて諦めず、強い意志をもってやり遂げることができる。
（課題発見力）子どもの発達等に関して思い込みや憶測ではなく事実に基づいて情報を客観的に
整理し、課題を見極めることができる。
（計画力）子ども理解に基づいて指導案を立案することができる。
（傾聴力）他の教諭等の意見に耳を傾け、相手への配慮をもって、適切に振舞うことができる。
（状況把握力）自分に割り当てられたことだけでなく、集団の中で自分ができることを考え、目
標に向かって努力できる。
（規律性）勤務態度、提出物、身なり等の実習のルールを守って実習に取り組むことができる。

② ✓

社会人基礎力
（学修態度）



B(良)
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、自分の言葉で
記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、自分の言葉で記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、自分の言葉で記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、自分の言葉で記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、自分の言葉で明確に記録できる。

C（可）
①幼稚園等の役割や機能について、具体的な実践を通して理解でき、参考資料等を
参考に記録できる。
②子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育・教育について理
解でき、参考資料等を参考に記録・実践できる。
③既習科目や教育実習指導を踏まえ、子どもの保育・教育について総合的に理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
④保育の計画・実践・観察・記録及び自己評価等について、実際に取り組み理解を
深め、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑤幼稚園教諭等の業務内容や職業倫理について、具体的な実践に結びつけて理解で
き、参考資料等を参考に記録・実践できる。
⑥実習における自己の課題について理解でき、参考資料等を参考に明確に記録でき
る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1～5

【第1週】
・園長や主任教諭の講話（園の教育理念、勤
務上の指導等）
・指導教諭の講話（実習生としての１日の過
ごし方など）
・観察、参加
指導教諭の授業を参観することが主となる。
その際、指導教諭はどのようにして園児に寄
り添ったり、援助したりして遊びを展開して
いるのか等、園生活における教諭の働きかけ
を観察参加によって学んでいく。また、園児
との関わりを通して名前を確実に覚えたり、
一人一人の園児の特性を把握したりすること
も求められる。

※実習園の作成した実習計画に沿って実施さ
れる。

実習 責任と主体性を持って
実習に臨むことができ
る。

予習: 次の日の保育の
ねらいを理解し活動準
備を行う。
復習:その日の活動を
振り返り、記録・反省
をまとめる。

240

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
情況把
握力
規律性

6～
10

【第2週】
・参加
・実習（部分）の実施
・実習指導案の作成

実習 責任と主体性を持って
実習に臨むことができ
る。

予習: 次の日の保育の
ねらいを理解し活動準
備を行う。
復習:その日の活動を
振り返り、記録・反省
をまとめる。

240

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
情況把
握力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

11～
15

【第3週】
・責任実習の実施と園
内研修会
・実習のまとめ

実習 責任と主体性を持って
実習に臨むことができ
る。

予習: 次の日の保育の
ねらいを理解し活動準
備を行う。
復習:その日の活動を
振り返り、記録・反省
をまとめる。

240

主体性
実行力
課題発
見力
計画力
傾聴力
情況把
握力
規律性


